
■
岩
崎
公
夫

①
国
保
保
険
証
は
全
員
に
交
付
を
②
北
野
・

大
原
地
区
の
市
道
拡
幅
の
進
捗
と
北
野
・
藤

間
陸
橋
③
上
福
岡
駅
東
口
放
置
自
転
車
対
策

■
松
尾
勝
一

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
状
況
は

②
主
要
道
さ
い
た
ま
・
上
福
岡
・
所
沢
線
の

拡
幅
に
は
沿
道
の
商
業
地
に
も
配
慮
を

■
新
井
光
男

①
大
井
プ
ー
ル
事
故
の
安
全
対
策
②
大
井
中

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
職
員
室
の
拡
充
③
第
七
小
学

校
の
学
区
編
成
、
市
民
合
意
は
ど
う
進
め
る

■
奥
野
裕
美

①
保
育
所
給
食
と
学
校
給
食
に
つ
い
て
②
次

世
代
育
成
推
進
行
動
計
画
の
基
本
理
念
と
重

点
課
題
は
③
小
中
学
校
の
安
全
性
に
つ
い
て

■
足
立
志
津
子

①
プ
ー
ル
事
故
問
題
②
循
環
バ
ス
の
路
線
見

直
し
と
上
福
岡
地
域
へ
の
運
行
③
福
岡
江
川

の
水
害
対
策
④
学
校
給
食

■
五
十
嵐
正
明

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
②
市

道
二
九
七
号
線
（
西
武
調
理
師
学
校
脇
）
未

舗
装
の
経
過
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

■
山
川
寿
美
江

①
介
護
保
険
料
及
び
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

②
休
日
診
療
所
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
設
置
③
循
環

バ
ス
④
プ
ー
ル
事
故
の
行
政
責
任
の
明
確
化
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地
域
や
行
政
に
つ
い
て
の
講
座

を
開
設
し
、
地
元
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
上
で
協
力
を
求
め

て
み
て
は
い
か
が
か
。

答
　
元
気
の
あ
る
シ
ニ
ア
世
代
が

積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
や
市
政
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。ご

み
の
減
量
化
の
現
状
は

問
　
ご
み
処
理
は
多
く
の
自
治
体

の
共
通
の
悩
み
で
あ
る
。
減
量
化

等
に
取
り
組
ん
で
き
た
現
状
は
ど

う
か
。
韓
国
で
は
﹁
拡
大
生
産
者

責
任
﹂
が
国
民
の
運
動
で
法
制
化

さ
れ
、
ご
み
の
減
量
化
に
成
功
し

て
い
る
。
市
長
は
ご
み
の
有
料
化

で
減
量
化
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

答
　
ご
み
の
量
は
横
ば
い
状
態
で

す
。
拡
大
生
産
者
責
任
は
法
令
の

整
備
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
有
料
化
は
現
在
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

る
体
制
を
確
立
し
て
い
る

学
校
と
、
常
時
鍵
を
か
け

ず
避
難
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
学
校
が
あ
り
ま

す
。
緊
急
時
以
外
は
非
常

階
段
で
危
険
な
状
況
に
な

ら
な
い
よ
う
指
導
を
進
め

て
い
ま
す
。

大
井
中
に
第
二
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
職
員

室
の
確
保
を

問
　
大
井
中
の
生
徒
一
人

の
校
庭
面
積
は
十
五
平
方

市
の
教
育
行
政
重
点
施
策

の
策
定
に
つ
い
て
は

問
　
市
が
策
定
し
た
教
育
行
政
重

点
施
策
等
は
、
現
行
の
日
本
国
憲

法
や
教
育
基
本
法
に
基
づ
い
て
策

定
し
た
の
か
。
学
力
世
界
一
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
、
日
本
の
教
育

基
本
法
を
模
範
に
し
た
と
言
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
。

答
　
現
行
法
に
基
づ
い
て
策
定
し

ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
学
力

第
一
位
と
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
認
識
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
非
常
階
段
の

平
時
と
非
常
時
の
対
応
は

問
　
上
野
台
小
の
屋
上
か
ら
転
落

す
る
事
故
が
発
生
し
た
。
フ
ェ
ン

ス
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
防
げ
た

は
ず
。
小
中
学
校
の
非
常
階
段
の

平
時
と
非
常
時
の
対
応
は
。

答
　
外
部
か
ら
の
進
入
禁
止
用
の

鍵
を
開
け
て
緊
急
時
に
避
難
で
き

メ
ー
ト
ル
と
、
他
校
の
三
分
の
一
。

職
員
室
も
大
変
狭
く
教
育
環
境
が

保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
職
員
室
の
確
保
も
す
べ

き
だ
。

答
　
現
在
、
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
職
員
室
は
、
Ｃ

棟
改
修
で
二
階
の
職
員
室
に
近
い

一
室
を
職
員
専
用
と
考
え
ま
す
。

Ａ
棟
一
階
に
会
議
室
を
設
け
、
職

員
の
増
加
に
対
応
し
ま
す
。

学
園
分
館
の
設
計
は
地
域
住

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

問
　
学
園
分
館
の
建
て
替
え
は
計

画
ど
お
り
に
。
ま
た
設
計
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
。

答
　
平
成
十
九
年
度
設
計
、
平
成

二
十
年
度
建
設
の
予
定
で
す
。
内

容
に
つ
い
て
は
地
域
の
人
と
協
議

し
ま
す
。

江
川
分
館
建
て
替
え
の
計

画
と
完
成
時
期
は

問
　
平
成
十
八
年
度
設
計
、
平
成

十
九
年
度
建
設
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
年
度
の
計
画
と
完
成
時
期

は
。

答
　
今
年
度
は
、
分
館
運
営
委
員

会
な
ど
に
意
見
を
広
く
求
め
て
設

計
委
託
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
平

成
二
十
年
三
月
ま
で
に
完
成
さ

せ
、
四
月
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
施
設
の
充
実

教育
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け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

狭
い
市
道
の
拡
幅
と
藤
間

北
野
歩
道
橋
の
改
善
を

問
　
北
野
・
大
原
地
区
の
市
道
で
、

特
に
狭
い
場
所
の
拡
幅
の
改
善
は

ど
う
か
。
ま
た
、
藤
間
北
野
歩
道

橋
の
ス
ロ
ー
プ
と
外
灯
の
改
修
は

管
理
者
の
川
越
市
は
実
施
す
る
と

い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
早

急
に
対
策
を
。

答
　
大
原
公
園
の
通
り
で
、
一
部

地
権
者
二
名
と
同
意
が
で
き
た
の

で
拡
幅
し
ま
す
。
藤
間
北
野
歩
道

橋
の
改
修
は
、
川
越
市
と
何
度
か

話
し
合
っ
て
安
全
対
策
な
ど
で
協

議
し
て
い
ま
す
。

太
陽
の
家
と
特
養
の
室
内

プ
ῴ
ル
間
に
歩
道
整
備
を

問
　﹁
秋
桜
の
里
﹂
の
室
内
プ
ー
ル

を
利
用
す
る
高
齢
者
の
方
は
﹁
太

陽
の
家
﹂
の
送
迎
バ
ス
を
利
用
さ

れ
る
が
、
障
害
者
の
方
も
利
用
で

き
る
か
。
ま
た
﹁
太
陽
の
家
﹂
と

室
内
プ
ー
ル
間
の
管
理
地
に
交
通

安
全
と
利
便
性
を
図
る
た
め
、
歩

道
を
整
備
で
き
な
い
か
。

答
　﹁
太
陽
の
家
﹂
の
バ
ス
は
リ
フ

ト
式
で
は
な
い
が
、
障
害
者
の
方

も
乗
り
降
り
が
大
丈
夫
で
あ
れ
ば

利
用
で
き
ま
す
。
歩
道
に
関
し
て

公
民
館
利
用
の
有
料
化
は

住
民
と
話
し
合
い
を

問
　
公
民
館
は
、
住
民
の
教
養
の

向
上
、
健
康
の
増
進
を
図
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。
利
用

を
有
料
に
す
る
こ
と
は
、
利
用
団

体
の
会
費
の
値
上
げ
や
運
営
の
後

退
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

今
、
利
用
料
の
見
直
し
検
討
委
員

会
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
公
民

館
の
目
的
に
照
ら
し
て
、
住
民
と

の
十
分
な
話
し
合
い
を
す
べ
き
。

答
　
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
多
く
の

団
体
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

方
向
性
の
決
定
の
前
に
、
関
係
団

体
の
意
見
を
聞
い
て
決
め
て
い
き

ま
す
。

東
西
連
絡
道
路
は
　
　
　

オ
ῴ
バ
ῴ
方
式
で
　
　
　

問
　
市
民
要
望
の
高
い
東
西
連
絡

道
路
は
コ
ス
ト
高
の
ア
ン
ダ
ー
方

式
で
は
な
く
、
交
通
渋
滞
解
消
に

有
効
な
オ
ー
バ
ー
方
式
で
計
画
を
。

答
　
ア
ン
ダ
ー
方
式
の
計
画
が
あ

り
ま
す
が
、
商
店
街
を
分
断
し
て

し
ま
う
こ
と
で
賛
否
両
論
が
あ

り
、
ま
た
財
政
難
の
た
め
に
中
断

し
て
い
ま
す
。
地
域
・
商
店
街
の

意
見
を
聞
い
て
調
整
し
ま
す
。

開
発
指
導
要
綱
の
統
一
的

施
行
へ
の
調
整
は

問
　
合
併
後
に
お
け
る
開
発
指
導

要
綱
の
統
一
と
、
ま
ち
づ
く
り
条

例
や
建
築
条
例
及
び
開
発
指
導
要

綱
自
体
の
条
例
化
は
ど
う
か
。

答
　
す
り
合
わ
せ
て
施
行
し
て
い

ま
す
が
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
は
別
々
に
適
用
し
て
お

り
、
調
査
検
討
中
で
す
。

上
福
岡
駅
東
口
周
辺
を
　

再
構
築
す
べ
き

問
　
上
福
岡
駅
東
口
周
辺
の
商
業

地
域
は
﹁
中
心
市
街
地
活
性
化
法
﹂

の
認
定
を
受
け
て
、
再
構
築
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
　
国
の
支
援
策
を
精
査
し
、
総

合
振
興
計
画
や
財
政
状
況
と
整
合

性
を
持
た
せ
た
計
画
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

大
井
シ
奣
兊
ピ
ン
グ
前
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
は

問
　
大
井
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
前
の
道

路
拡
幅
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
計
画

は
あ
る
の
か
。

答
　
指
摘
の
あ
っ
た
区
間
の
拡
幅

に
つ
い
て
は
、
整
備
手
法
等
を
地

元
商
店
や
地
権
者
の
意
向
を
踏
ま

え
、
商
工
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

現
在
策
定
中
の
総
合
振
興
計
画
等

と
整
合
を
図
り
、
埼
玉
県
と
調
整

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

上
福
岡
駅
西
口
階

段
前
に
横
断
歩
道

を
問
　
西
口
駅
前
の
線
路
際

へ
向
か
う
通
路
が
鎖
で
閉

鎖
さ
れ
て
い
る
が
、
大
多

数
の
駅
利
用
者
が
鎖
を
ま

た
い
で
横
断
す
る
。
も
と

も
と
こ
こ
は
横
断
歩
道
が

あ
っ
た
場
所
で
、
再
開
発

事
業
に
よ
っ
て
歩
行
者
の

動
線
が
分
断
さ
れ
た
。
安
全
に
渡

れ
る
横
断
歩
道
を
設
置
す
べ
き
だ
。

答
　
六
月
か
ら
一
方
通
行
が
解
除

に
な
り
危
険
度
が
増
し
て
い
く
の

で
、
交
通
事
故
の
防
止
と
歩
行
者

の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
い
ま
す
。

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

西
武
調
理
師
学
校
脇
の
　

未
舗
装
対
応
は

問
　
市
道
二
九
七
号
線
︵
西
武
調

理
師
学
校
脇
︶
の
未
舗
装
と
今
後

の
対
応
は
。

答
　
道
路
幅
員
を
四
メ
ー
ト
ル
確

保
す
る
た
め
、
地
権
者
と
交
渉
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
確
保
で
き

ず
に
未
舗
装
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
地
権
者
か
ら
工
事
施

工
承
諾
を
得
て
、
舗
装
整
備
に
向

大井ショッピング前の道路

道路

生
活
環
境
の
整
備

一 般 質 問


